
                    熱中症対策は「一時的な対応」ではなく、働
く人の健康を守る企業文化の基盤づくりへと進化させていくこと
が今後の目標です。

                    日々、熱中症指数（WBGT）を周知する事によ
り従業員の熱中症に対する防御姿勢が感じられ空調服着用等の対
策により今期は、目立った熱中症になった従業員はいません。

背景（課題・ニーズ）

取組内容

やってみての効果 今後の目標・展望

気候変動や作業環境の変化に対応し、労災防止と健康維持のために、 組織的・継続的な「熱中症対策の実施体制」を確立することが重
要です。

1.熱中症指数（WBGT）の計測 2.空調服の着用 3. アイススラリーの摂取
・日々の熱中症指数を計測し従業員へ周知徹底 ・全作業員へ支給し着用を義務化 ・1日3回の摂取

（計測時都度） （作業前・昼・15時）

4.経口保水飲料の準備
・作業中のふらつき、ぼ～っとしたり
体調がすぐれない時の補助として活用

働きやすい環境づくりと健康維持

熱中症対策

高俊興業株式会社
業界・業種：産業廃棄物処理業
従業員規模：428名
地 域：東京都

1日3回計測
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